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(注 意)

1.問題冊子は指示があるまで開かないこと。

2.問題冊子は4ページ,解答用紙は4枚である。

指示があってから確認し,乱丁,落丁,印刷不鮮明の箇所

等がある場合は,ただちに試験監督者に申し出ること。

3.解答はすべて解答用紙の指定の箇所に記入すること。

解答用紙の表面だけで書ききれない場合は,裏面の下半分

を使用することができる。

4.解答用紙は持ち帰ってはならないが,問題冊子は必ず持ち

帰ること。

◇M4(8砧一23)



〔1〕図のような格子状の道路において,最短距籬でA点からB点まで行く道順を

考える。以下の問いに答えよ。

1 道順の総数は何通りあるか。

2 P点を通過する道順は何通りあるか。

Q3 P点もQ点も通過しない道順は何通りあるか。
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◇M4(855 24)



〔Ⅱ〕空間内の原点を中心とする半径1の球面をSとする。

球面S上の点N(0,0,1)と劉平面上の点P(S, t,のを結ぶ直線が球面S と交

わる点で, N と異なる点をQ(χ, y, Z)とする。このとき,以下の問いに答え

よ。

(1)実数たを NQ 一たNP により定めるとき,点Q の座標(%,タ,2)をえ, S, t を

用いて表せ。

2)点Qの座標(χ,1 Z)を S, t を用いて表せ。

3)点Pが工y平面上の直線%=y, Z=0を動くものとする。②で求めた点Q の

%座標を,点Pの%座標Sの関数とみなしてf(S)とおく。八S)の最大値および

最小値を求めよ。
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◇M4(855-25)
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(Ⅲ〕異なる 3点A, B, Cの間を移動する物体がある。時刻0において物体は点A

に位置しており,1秒ごとに,今いる点以外の他の点に,等しい確率で移動す

る。π秒後にこの物体が点A に位置する確率をα,,点Bに位置する確率をh,,,

点 Cに位置する確率を C,(ただし,"= 0,1,2,ー・)とする。このとき,以下

の問いに答えよ。

◇M4(8託 26)

α.,6., C,を求めよ。

π= 0,1,2,・ーに対し,α,ー.を 0,, C,で表せ。

π秒後にこの物体が点A に位置する確率α,を求めよ。

①
②
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〔Ⅳ〕劉平面上の曲線Cψ

4-,小●加破挺ル0,惣ル"靴皎舵ル"。肝明
いに答えよ。ただし,0は原点である。

①接線ιの方程式,および点Pの座標を求めよ。

2 曲線Cと線分APおよぴ線分OPで囲まれた部分の面積Sを求めよ。

3)曲線Cと線分APおよぴ線分OPで囲まれた部分を,χ軸の周りに一回転し

てできる回転体の体積Vを求めよ。

tan %

◇M4(8郭一27)

曲線C上の点を考える 0
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